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Abstract
　This paper considers the concept of “interest” within the philosophy of Immanuel Kant (1724-1804). The inter-
pretations regarding the concept of interest in Kant’s philosophy have been treated diversely and ambiguously; 
therefore, comprehensive understandings are quite few. Taking into account these current researches, the purpose 
of this study is to gain a systematic understanding of the concept of interests in Kant’s philosophy.
　The first section deals with the definition of interest which is presented in Kant’s works. According to the Lexi-
con which had been used in the eighteenth century and Kant’s own works, it is revealed that his notion of interest 
is a subjective representation of “self-profit.”
　On the basis of this understanding, the second section handles the notion of interest, especially the theoretical 
interest in Critique of Pure Reason. This interest in certain details appears to us as a problematic notion, which 
leads us to a certain self-contradiction, thus antinomy of pure reason. Moreover, I also refer to “the architectonic 
interest of pure reason.”
　The third section argues about practical interest in Critique of Practical Reason. There are two types of practi-
cal interests, the one is the interest in happiness, and the other one is in moral acts. These two interests bring about 
“dialectic of pure reason” in the same way as the first critique. In addition, a relation between the practical interest 
and the subjective incentive to acts, especially the relationship to the concept of “respect” is pointed out in this 
section.
　The final section intends to make clear the function of some kinds of interests in Critique of Judgement. This 
section discusses the substantial theory that the judgement of the beautiful does not depend on any interests. After 
this investigation about the disinterested-judgement, I also consider the intellectual interest in beautiful existence 
in the nature.
　Through this study, we find that the interests of reason play significant roles as fundamental principles through 
three critiques, and we can confirm that the reason’s interest is the very concept that gives Kant’s critical philoso-
phy a systematic unity.
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には、理性の一切の関心は「私は何を知り得るか（Was kann ich wissen?）」「私は何をなすべきか（Was soll 






























『純粋理性批判』以外の著作からの引用は、アカデミー版カント全集（Kant, Immanuel, Kant’s Gesammelte Schriften, heraus-











































Walch, Johann, Georg, Philosophisches Lexicon, Georg Olms Verlagsbuchhandlung Hildesheim, 1968, S. 2082. (Walch, Johann, 







































































































































心であることを説明する。(Schadow, Steffi, Achtung für das Gesetz: Moral und Motivation bei Kant, Kantstudien̶Ergänzung-


















































⒅　Raedler, Sebastian, Kant and the Interests of Reason, Kantstudien-Ergänzungshefte, Band182, De Gruyter, 2017, p. 14.
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21　以下の文献を参考にした。Fernando Moledo, ““Disinterest” and “Interest” on Kant’s Reflection about the Beautiful: the System 
of Philosophy and Beauty as a Form of Human Hopefulness”, in Akten des X. Internationalen Kant-Kongresses, Recht und Frieden 
in Philosophie Kants, Band 3, De Gruyter, 2008, S.657-666.
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22　Raedler, Sebastian, Kant and The Interests of Reason, (Kantstudien̶Ergänzungshefte, Band182), De Gruyter, 2017, p.101. およ
び、Bruggraf, Volker-Herbert, Interessen und Imperative bei Kant, Bonn, 2005, S.28f.
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カント批判哲学における関心の概念
する可能性が示され、目的論的体系的自然観が論じられたのであった。このように関心概念、とくに純粋実践
理性の関心に着目することで、いかに三つの批判が必然的であったのかが理解可能となるだろう。三批判書に
おいてあらわれた純粋関心はそれぞれが〈対象の体系的な統一を求めようとする〉関心であり、同時に三批判
の関心それぞれが純粋実践理性の最高関心の下に有機的に階層化されたひとつの体系を形成しているのであ
る。この体系的統一こそが知識をはじめて「学（Wissenschaft）」に仕上げるものである。そしてこの体系の
基礎組みこそが批判の仕事であったのであり、これは純粋理性能力に見いだされるすべての関心を基礎におい
てのみ成り立つのである。
　学問がそれとして成立するためには、学の構成要素となる認識の確実性、つまり、その認識が客観的である
ことが必要不可欠である。しかしこれまで見てきたことから明らかなように、学問研究の端緒は理性の関心と
いう、あくまでも主観的なものに存するのである。カント哲学において注目されがちであり、またそうされて
然るべきであるのは、認識の客観性および概念の客観的実在性である。しかし、単なる客観的認識を積み上げ
るだけでは学は完成せず、この認識の集積に体系的統一を与え、それを学たらしめるものは、あくまでも主観
的な理性の関心であることもあらためて留意されるべきであると考える23。学問に理念とそれに基づいた体系
的統一を与える関心こそが、学的研究の根本動機なのである。
　将来打ち建てられるべき学問の予備学である批判においても固有の関心がみとめられよう。弁証論の問題を
その根本原因である関心のレベルから解きほぐし、それぞれの関心に人間にとって可能で確実な認識の規則を
与えることで、それぞれの関心がその正当な領野において働き、確実な学を形成することができるように土地
を均す作業が批判である。したがって、この批判的理性にみとめられる固有の関心とは「全ての調和的統一を
目指すことであり、ある意味でそれはどんな矛盾の形態も排除すること」24なのであり、弁証論の矛盾を排除
することは特に批判的理性の関心に基づいていると言える。この批判的理性に固有の関心はカントの『純粋理
性の全ての新しい批判は、古い批判によって無用とされるべきである、という発見について』という著作内で
いっそう明らかにされている。この関心は「形而上学に属することなら何であれ、それを扱う場合の批判主義
は〔…〕形而上学の総合的命題すべての可能性の普遍的な根拠が私たちの認識能力の本質的な制約のうちに洞
察されないうちは、そうした命題全体を信用しない」（VIII226f.）という原理を持つと言われる。このことか
らも、批判の遂行自体の動機が理性の主観的関心なのであり、人間理性の本性から生じた要求なのであるとい
うことがわかるだろう。
　以上に、カント批判哲学における関心概念を検討し、そこに多様にあらわれる関心が純粋実践理性の最高関
心の下に密接な連関を持っていることを明らかにした。この検討を通じて、関心の主体である人間理性の〈中
間存在者〉としての制限的な存在性格を捉え出した。加えて、自身の有限性を踏まえながらもなお、できる限
りの確実な認識の拡張をもたらそうとする人間理性の学問形成に対する態度がカント哲学を貫いていること、
そしてこの学問形成の予備学としての批判の営みもまた固有の人間理性の関心に基づいていることを主張し
た。以上をもって本論文の成果としたい。
──────────────────────────────────────────────────────────
23　同上、p. 14.
24　同上、p. 13.
